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「診療関連死を届け出るべきと
は言つてない」―厚労省力現解
医師法21条について「診療関連死を届け出るべきとは言つてない。日立病院以外は
マニュアル作成指針に拘束されない」とした厚労省見解を歓迎する声が上がっている。

この発言が出たのは、10月 26日の厚生労

働省「医療事故に係る調査の仕組み等のあり

方に関する検討部会」.診療関連死と捜査機

関との関係が議題となった同日、医師法21

条を巡る解釈について有賀徹委員 ll召和大学

病院長)が口火を切つた。

「厚生労働省が、診療関連死も(捜査機関に)

届け出るべきという見解に至った経緯を教え

てはしい」

これに対し、日原克志医政局医事課長は「厚

生労働省が診療関連死について届
'ナ

出るべき

と申し上げたことはない」と発言.有賀委員
が「過去、日立病院にはそうおっしゃったの

ではないか」と問いただすと、「(医療事故防

止の手償書である)リ スクマネージメントマ

ニュアル作成指針は、国立病院などに対して

示したもので、そのほかの医療関係者がこれ

に拘束される理由はない」と明言した。

この考え方について委員からは「マニュア

ル作成指針が混乱の発端だつたので、今日、

(21条の解釈が)明らかになつたことはきわ

めて重要J(飯田修平委員 練馬総合病院長)
と歓迎の声があがった。

「医師法21条を改正する必要はない」

今回の厚労省の見解が、医療事故調を巡る

議論にどのような影響を与えるか注目される

中、これを「10年ぶりくらいに医師法 21条

の解釈が明確になつたJと高く評価するのが、
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日原克志医政局医事課長の発書要旨
(2012年 10月 26日「厚労省 医療事故に係る
調査の仕rnみ等のあり方に関する検討部会)
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の医療関係者がこれ,「 ll穴される理由はなし、
マ ュアル作成指:||ま 医師■21条 につぃて
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「自分が診察していた患者かどうか|ま関係な

垂
2001年に東京女子医大で心臓手術を受けた

患者が死亡した事故で逮捕され、その後無罪

が確定した佐藤一樹医師だ。

佐藤氏は 12月 2日、医療事故調に関する

シンポジウムの中で、厚労省のリスクマネー

ジメントマニュアル作成指針や日本法医学会

の異状死ガイドラインによって医師法21条

の誤解が医療界に広がつたと指摘.さらに、

田原医事課長が厚労省検討会において、E71師

か菊本の外表を検査して異状なしなら届出の
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12月 2日 都内で開かれた「医療事故調シンホジウ
ム～真1日究明と責任追及は両立するのかJ

摘し、日本医師会などか医師■ 21条を改正

し、診療関連死を届出対象から除外するとし

ていることに懸念を示した.
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必要はないと明言したことを紹介した上で、
~21条
は解釈が変わつたことが問題で、それ

を正していけばいい.医師法 21条を改正す

る必要はなく、 ・t改正に労力を使うくらいな
ら それを医療安全向上のために使うべきJ
と訴えた.

「法改正すれば行政処分が拡大する」

弁護士の井上清成氏も佐藤氏に責同する.

同シンボジウムを傍諏していた丼上氏はフロ

アから発言.診 療関連死を医官雨法21条から
肖」除すれば、その飛び火は必ずある.おそら

く医療事故門達の行政処分が拡大するだろう。

そうした可育し性を考えれは、法律をいじるの

ではなく運用で解釈を正すほうがいいJと指
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